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特集　「士雇」として仕えた人々
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たない家臣を登載する。下の二葉は、本文で紹介する松田茂四郎の記載。 
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勤
功
書

　

ご
先
祖
が
庄
屋
・
畔く

ろ
が
し
ら頭

や
町
年
寄
等
を
務
め
た
お
宅

で
、
古
文
書
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
に
、
最
も

よ
く
目
に
す
る
文
書
の
一
つ
に
、藩
が
「
苗
字
」「
帯
刀
」

「
御
目
見
」
を
許
可
し
た
も
の
や
、「
大
庄
屋
格
」「
大

年
寄
格
」
な
ど
の
栄
誉
を
与
え
る
内
容
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、家
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
る
も
の
で
、

代
々
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
祖
か
ら
当
代
ま
で
の
藩
や
地
域
社
会
に
対

し
て
貢
献
し
て
き
た
事
柄
を
箇
条
書
き
（「
勤
功
書
」）

に
し
て
ま
と
め
、「
自
分
の
家
は
、
代
々
こ
れ
だ
け
の

こ
と
を
し
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
苗
字
・
帯
刀
を
免

許
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
っ
た
内
容
の
願
書
も
よ
く

目
に
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
類
は
、
そ
の
家
お
よ
び
居
住
地
域
の

歴
史
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
調

査
・
研
究
の
足
掛
か
り
と
な
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

さ
て
、
村
や
町
の
役
人
や
経
済
力
を
持
つ
人
々
の
な

か
に
は
、「
士
雇
」
と
し
て
藩
に
出
仕
し
、
藩
政
の
末

端
で
実
務
能
力
を
発
揮
し
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
具
体

的
な
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

松
田
家
の
こ
と

　

徳
地
宰
判
高
瀬
村
（
現
周
南
市
）
の
松
田
源
左
衛
門

幸
邑
と
い
う
人
は
、
当
用
米
銀
を
献
納
し
た
り
、
困
窮

の
小
百
姓
や
「
鰥か

ん

寡か

孤こ

独ど
く

」
の
人
々
へ
「
米
穀
塩
噌
」

を
配
る
な
ど
、
地
域
の
人
々
を
経
済
的
に
支
え
て
い
ま

し
た
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
秋
、
藩
か
ら
隣
接

す
る
巣
山
村
の
入
庄
屋
を
務
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
、
難

渋
す
る
村
を
立
て
直
し
ま
し
た
。
ま
た
宝
暦
検
地
の
さ

い
実
務
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
藩
に
対
し
て
検
地
費
用
と

し
て
米
三
〇
〇
石
を
馳
走
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
勤
功
に
よ
っ
て
「
永
名
字
」
を
認
め
ら
れ

た
ほ
か
、「
御
利
徳
雇
」
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
三

田
尻
鶴
浜
開
作
築
立
の
さ
い
、
米
一
二
〇
石
を
馳
走
し

た
結
果
、「
本
御
雇
」
と
な
り
、
同
年
十
月
か
ら
は
徳

地
宰
判
御
紙
仕
組
方
・
楮
修
補
方
役
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
右
の
開
作
事
業
で
は
引
請
け
た
丁

ち
ょ
う

場ば

（
工
事
の
受
け
持
ち
区
域
）
を
「
抜
群
早
ク
成
就
」

さ
せ
、
褒
美
と
し
て
金
子
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。
同
二

年
十
二
月
に
は
開
作
入
目
銀
七
貫
五
百
目
を
馳
走
し
、

同
四
年
に
「
三
十
人
通
」
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
子
息
の
安
左
衛
門
幸
増
は
、
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
か
ら
七
年
ま
で
御
武
具
方
を
務
め
、
こ

の
間
、
日
光
御
手
伝
普
請
が
あ
り
、
現
場
に
派
遣
さ
れ
、

鍛
冶
方
・
飾
方
を
兼
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
明
元

年
（
一
七
八
一
）
に
は
長
崎
筆
者
役
、
以
降
は
都
濃
郡

御
紙
見
取
方
・
御
普
請
方
・
山
方
、
山
代
御
作
事
方
・

御
紙
見
取
方
、
長
崎
筆
者
役
、
山
代
御
紙
見
取
方
再
役
、

山
代
・
奥
阿
武
郡
御
普
請
方
・
山
方
・
御
紙
見
取
方
・

寺
社
方
、
山
代
銀
子
方
、
熊
毛
寺
社
方
・
御
普
請
方
・

山
方
、
熊
毛
・
山
代
御
紙
見
取
方
再
々
役
等
を
歴
任
し
、

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
結
果
、文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

の
暮
に
は
「
一
代
無
給
通
」、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

に
は
「
無
給
通
」
に
昇
進
し
た
の
で
す
（
次
頁
の
「
無

給
帳
」
を
参
照
）。

　

以
上
は
「
譜
録
」「
無
給
帳
」（
山
口
県
文
書
館
蔵
）

や
「
松
田
家
文
書
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。

松
田
家
の
経
営

　

右
に
み
た
よ
う
に
、
松
田
家
で
は
藩
に
対
し
て
し
ば

し
ば
米
銀
を
献
納
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る

経
営
が
あ
り
ま
し
た
。
同
家
に
は
、「
家
内
算
用
一
紙
」

と
い
う
家
産
を
記
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
八
月
に
作
成
さ
れ
、
①
農
産
物
・
加
工
品
等
、
②
金

融
、
③
不
動
産
・
家
財
等
、
以
上
三
つ
の
項
目
に
つ
い

て
棚
卸
し
（
資
産
の
チ
ェ
ッ
ク
）
を
し
て
い
ま
し
た
。

①
に
は
、
仕
込
醤
油
・
米
・
麦
・
大
豆
・
茶
・
煙
草
・

木
綿
・
藍
・
炭
・
油
・
紙
の
ほ
か
、
貨
幣
と
質
物
が
記

さ
れ
、
②
に
は
当
座
帳
・
年
賦
且
納
帳
・
牛
馬
帳
等
々

の
元
銀
、
さ
ら
に
③
に
は
田
畠
・
小お

ご

そ
古
祖
市
の
町
屋
敷

　

萩
藩
に
は
、「
本
御
雇
」「
御
利
徳
雇
」「
同
格
」「
身
柄
一
代
御
雇
」（
明
和
六
年
〈
一
七
六
九
〉
に
「
士

さ
む
ら
い
や
と
い

雇
」

と
し
て
一
括
）
と
い
っ
て
「
士
分
」
の
扱
い
で
諸
役
を
務
め
た
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。「
本
御
雇
」
は
元
々
「
大
組
」

以
下
譜
代
の
藩
士
の
二
三
男
に
適
用
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
や
が
て
「
凡ぼ

ん

下げ

」（
庶
民
。
士
分
に
対
し
て
い
う
）

か
ら
「
士
雇
」
と
し
て
出
仕
す
る
人
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
の
事
例
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集

「
士
雇
」と
し
て
仕
え
た
人
々
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の
ほ
か
刀
・
具
足
・
牛
の
記
載
が
続
き
ま
す
。
す
べ
て

銭
換
算
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
の
当
座
帳
等
の
帳
簿
が
伝
来
せ
ず
、
詳
細
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
し
得
ま
せ
ん
が
、
金
融
に
よ
る
収
益
は

相
当
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
毎

年
家
産
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
マ
ル
チ

な
経
営
に
よ
っ
て
藩
へ
当
用
米
銀
の
献
納
が
可
能
と

な
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
左
衛
門
の
子
茂
四
郎
幸
堅
の
時
代
に
は
、「
要
用

撫
育
納
金
根
帳
」
と
い
う
帳
簿
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
無

給
通
と
な
っ
て
か
ら
、
江
戸
・
京
・
大
坂
等
で
の
役
務

に
就
く
こ
と
が
増
加
し
、
殿
様
や
御
姫
様
か
ら
の
心
付

や
、
仕
事
に
対
す
る
褒
美
と
し
て
金
銀
を
下
賜
さ
れ
た

も
の
を
無
駄
使
い
せ
ず
貯
蓄
に
ま
わ
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
御
馳
走
差
上
候
得
ハ
、
立
身
加
増
等
被
仰
付

候
」「
家
衰
微
之
節
浮
沈
之
際
ニ
取
出
シ
候
而
ハ
、
家

撫
育
之
一
廉
扶
助
ニ
相
成
候
」
と
、
こ
の
蓄
え
を
先
々

藩
へ
馳
走
し
て
立
身
・
加
増
を
受
け
た
り
、
家
自
体
の

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
と
す
る
と
い
う
発
想
で
、
倹
約

を
心
が
け
て
い
た
の
で
す
。

凡
下
か
ら
士
分
へ

　
「
士
雇
」
と
は
、明
和
年
間
に
藩
が
そ
れ
ま
で
に
あ
っ

た
「
本
御
雇
」「
御
利
徳
雇
」「
同
格
」「
身
柄
一
代
御
雇
」

を
一
括
し
て
か
ら
の
呼
び
名
で
す
。
色
々
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
元
来
「
本
御
雇
」
と
は
大
組
以
下
の
諸

士
の
二
三
男
を
出
仕
さ
せ
る
た
め
の
方
便
で
、
士
分
の

扱
い
で
彼
ら
を
奉
公
さ
せ
た
の
で
し
た
。
や
が
て
村
や

町
の
役
人
層
で
行
政
手
腕
の
あ
る
人
や
藩
へ
の
勤
功
を

積
ん
だ
人
々
の
な
か
か
ら
「
士
雇
」
と
し
て
召
し
抱
え

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
、
空
き
が
あ
れ
ば
「
三
十
人
通
」
と
し
て
召
し

抱
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　

松
田
家
の
場
合
、「
御
利
徳
雇
」↓「
本
御
雇
」↓「
三
十

人
通
」
↓
「
無
給
通
」
と
立
身
し
、
茂
四
郎
の
と
き
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
、
徳
地
宰
判
引
谷
村
で

「
御
馳
走
開
作
」
四
〇
石
を
成
就
さ
せ
た
功
績
に
よ
っ

て
、
そ
の
半
分
の
二
〇
石
を
「
知
行
」
と
し
て
下
賜
さ

れ
ま
し
た
。
つ
い
に
「
知
行
」
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
（
表
紙
参
照
）。
こ
の
開
作
も
、
萩
藩
へ
仕

え
る
傍
ら
で
、
村
で
の
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い
た
背
景

が
あ
れ
ば
こ
そ
成
し
得
た
も
の
で
し
た
。

　

松
田
家
以
外
に
も
、近
世
中
後
期
に
な
る
と
「
士
分
」

に
取
り
立
て
ら
れ
て
立
身
し
て
い
く
家
が
あ
り
ま
し

た
。
多
く
は
庄
屋
・
大
庄
屋
等
を
務
め
、
実
務
能
力
を

買
わ
れ
て
の
こ
と
で
す
。
歴
史
は
一
部
の
権
力
者
の
み

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
家
々
に
つ
い
て
も
、
光
を
当
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
時
代
を
下
支
え
し
た
多
様
な
人
々
や
家

を
見
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
史
料
の
調
査
・
研
究
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
保
存
・
保
全
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。             

（
河
本
）

一代無給通から無給通（「永無給」）へ

三十人通から一代無給通へ

本御雇から三十人通へ

家内算用一紙（松田家蔵）
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

中 世 部 会

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
は
、
平
清
盛
の
生
涯
を
描
い 

て
い
ま
す
。
清
盛
の
死
後
、
平
氏
と
源
氏
の
争
い
は
一
層
激
し
く
な
り
、
そ

の
帰
趨
を
決
し
た
壇
ノ
浦
の
合
戦
は
、
山
口
県
の
中
世
史
を
彩
る
一
大
事
件

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
の
後
、
安
徳
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
阿 

弥
陀
寺
（
現
赤
間
神
宮
）
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
世
期
の
阿
弥
陀
寺
の
様
子
を
、

当
時
の
紀
行
文
な
ど
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

連
歌
で
有
名
な
宗
祇
は
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
阿
弥
陀
寺
を
訪
れ
、
御
影

堂
の
安
徳
天
皇
像
を
拝
し
て
、「
あ
や
し
の
身
に
も
見
奉
る
程
、
涙
押
さ
へ
が
た
し
」

と
記
し
て
い
ま
す
（「
筑
紫
道
記
」『
史
料
編 
中
世
１
』
所
収
）。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
当
時
の
紀
行
文
や
和
歌
、
漢
詩
文
に
は
、
源
平
合
戦
と
安
徳
天
皇 

の
悲
劇
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
記
述
か
ら
は
、
中
世 

の
人
々
の
、
源
平
合
戦
や
安
徳
天
皇
へ
の
思
い
の
一
端
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
『
史
料
編 
中
世
１
』
や
『
史
料
編 

中
世
４
』
に
も
収
録
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
担
当　

今
地
・
古
屋
）

近 世 部 会

　

宝
暦
以
降
、
萩
藩
の
御
用
達
と
し
て
稀
有
な
働
き
を
し
た
熊く

ま
　
や谷

家
に
つ
い

て
は
、か
つ
て
福
尾
猛
市
郎
著
『
熊
谷
五
右
衛
門
』（
復
刻
版
、マ
ツ
ノ
書
店
、

一
九
八
四
年
）
が
初
代
五
右
衛
門
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
萩
市
今
魚

店
町
の
熊
谷
家
の
主
屋
な
ど
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
熊
谷
美

術
館
と
し
て
伝
来
す
る
美
術
品
・
古
文
書
・
道
具
類
を
展
示
す
る
ほ
か
、
建

物
・
庭
な
ど
を
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

近
世
部
会
で
は
伝
来
文
書
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
初
代
以

外
の
活
動
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
家
は
御
用
達
と
な
っ
た
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
以
降
、
藩
の
命
運
を
委
ね
ら

れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、藩
の
大
坂
運
送
米
（
年
貢
米
）
は
、

上
方
町
人
に
借
金
の
形
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
て
、
例
え
ば
不
作
等
で
米
が
不
足
す

る
と
、
藩
は
熊
谷
頼
み
で
穴
埋
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
一
度
に
数
千
石
の
売
買
を
命
ず

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
そ
の
資
金
力
が
ず
ば
抜
け
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
熊
谷
家
は
上
方
町
人
と
も
交
流
が
あ
り
、
初
代
の
と
き
、
広
岡
久
右
衛
門
（
加

島
屋
）
が
萩
を
訪
れ
た
さ
い
、
同
家
に
逗
留
し
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
久
右
衛
門
か

ら
贈
ら
れ
た
石
灯
籠
で
、
往
時
の
交
流
を
偲
ば
せ
ま
す
。

（
担
当　

河
本
・
宮
﨑
・
小
田
・
岡
藤
）

壇
ノ
浦
の
合
戦 

そ
の
後

萩
の
豪
商
熊
谷
家

加島屋から贈られた石灯籠

熊谷家本宅

関門海峡

赤間神宮
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

維 新 部 会

　

古
谷
道
庵
は
、
下
関
市
豊
浦
町
宇う

か賀
本
郷
で
医
療
や
教
育
に
尽
力
し
た
人

で
す
。
今
回
は
、天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
か
ら
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

ま
で
漢
文
で
書
き
綴
ら
れ
た
道
庵
の『
日
乗
』（
日
記
）の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
一
月
七
日
「
地
震
ひ
人
皆
怖
る
」、
同
年

十
一
月
八
日
「
関
・
府
・
小
倉
の
地
、
過
日
の
地
震
太（

は
な
は
）甚

だ
し
く
、
府
の
一

の
宮
の
華「

鳥
居
」
（
て
ん
ぷ
）

表
顛
朴
し
、
民
家
両
三
墜
せ
り
。
小
倉
の
海
水
沸
く
こ
と
六
尺
な

り
」
こ
の
地
震
は
、
同
年
の
東
南
海
地
震
に
続
く
伊
予
灘
を
震
源
と
し
た
も

の
で
、
そ
の
後
の
余
震
や
民
衆
の
様
子
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
治
元
年（
一
八
六
四
）七
月
十
九
日「
常
光
庵
の
客
が
事
を
説
く
。客
は
是
れ
何

（
な
ん
ぴ
と
）人

為
る
か
を
知
ら
ざ
る
も
、
常
人
に
非

（
あ
ら
）ず

」、
同
年
八
月
十
五
日
「
常
光
庵
の
客
実
は
中
山
侍

従
と
云
ふ

大

河
内
の
五
兵
氏
に
移
る
」
こ
れ
は
、
下
関
を
流
浪
し
た
中
山
忠
光
潜
伏
の
情
報
で
す
。

　

そ
の
他
、
種
痘
普
及
の
状
況
、
長
崎
平
戸
で
発
生
し
た
「
虎（

コ
ロ
リ
）

狼
痢
」
の
下
関
で
の
猛

威
、
感
染
の
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
民
衆
に
よ
る
コ
レ
ラ
退
散
祈
願
の
様
子
、
四
国
艦
隊
下

関
砲
撃
事
件
を
下
関
の
街
に
出
向
き
見
聞
し
た
様
子
や
民
衆
の
対
外
危
機
意
識
の
ほ

か
、
当
時
の
天
候
、
作
物
の
収
穫
状
況
、
諸
物
価
変
動
、
村
民
の
日
常
生
活
な
ど
が
、

民
衆
の
視
点
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
史
料
編 

幕
末
維
新
７
』
で
は
、
こ
の
大
変
興
味
深
い
『
日
乗
』
の
一
部
を
、
読
み

や
す
く
書
き
下
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。 

（
担
当　

阿
比
留
・
岡
松
・
村
里
）

近 代 部 会

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
七
月
の
防
長
新
聞
の
連
載
記
事
「
涼
地
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
」。
そ
こ
に
は
、
夏
を
迎
え
た
県
内
の
い
く
つ
か
の
景
勝
地
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
長
門
峡
に
夏
な
し 

青
葉
浴
衣
に
う
つ
ろ
ひ
涼
味
肌
に
し
み
る
」「
笠
山

に
明
神
池
に 

萩
は
水
郷
涼
し
い
処 

涼
味
満
腹
の
菊
ケ
浜
」「
湯
本
温
泉
行

進
曲 

鮎
を
箸
に
河
鹿
聴
く 

古
刹
大
寧
寺
に
史
劇
あ
り
」。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
国
自
慢

の
言
葉
が
踊
り
ま
す
。「
仙
境
俵
山
温
泉
」「
秋
芳
洞
の
探
涼
」「
海
上
ア
ル
プ
ス
青
海
島
」

「
街
路
樹
の
長
府
街
道
を
電
車
で
夕
涼
み
」
な
ど
の
う
た
い
文
句
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま

す
。
各
地
の
夏
の
趣
に
加
え
て
、
歴
史
・
味
・
湯
を
織
り
交
ぜ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
か

ら
は
、
当
時
の
観
光
地
開
発
の
様
子
や
集
客
の
た
め
の
工
夫
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
記

事
に
添
え
ら
れ
た
写
真
も
旅
情
を
そ
そ
り
ま
す
。
波
の
音
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
、
涼

味
に
満
ち
た
水
辺
の
音
風
景
の
描
写
も
、
読
者
に
は
一
服
の
清
涼
剤
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
活
字
の
間
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
涼
や
か
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
た
め
に
は
、

現
代
人
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
豊
か
な
想
像
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
こ
う
し
た
観
光
地
案
内
は
、
絵
葉
書
の
作
成
、
地
図
や
写
真
入
り
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及
、さ
ら
に
は
交
通
網
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、「
遠
く
」
に
「
非
日
常
」

を
求
め
た
人
々
を
旅
へ
と
駆
り
立
て
た
の
で
す
。 

（
担
当　

淺
川
・
木
下
・
田
村
）

治明

「
史
料
編 

幕
末
維
新
」
最
終
刊
「
維
新
７
」
編
集
中
！

夏
、
涼
を
求
め
て

青海島を紹介した絵葉書

昭和3年7月7日付『防長新聞』

本宮 中山神社（下関市豊北町田耕）

古谷道庵日乗（下関市蔵）
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

現 代 部 会

　

去
る
五
月
二
十
七
日
に
山
口
市
阿
知
須
き
ら
ら
浜
で
「
第
六
十
三
回
全
国

植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
県
で
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

に
も
そ
の
前
身
に
あ
た
る
「
第
七
回
国
土
緑
化
大
会
な
ら
び
に
植
樹
行
事
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
来
県
は
県
民
の

熱
烈
な
歓
迎
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
、
会
場
と
な
っ
た
防
府
市
で
は
、
矢や

筈は
ず

岳

で
お
手
植
え
が
、
ま
た
、
毛
利
邸
で
お
手
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
手
ま
き
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
の
苗
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
十
八 

日
の
朝
日
新
聞
に
は
、「
昨
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
三
月
十
一
日
、
山
口
市
宮
野
の
県 

林
業
試
験
所
に
移
植
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
三
月
の
緑
化
運
動
の
記
念
植
樹
に
、
す
で 

に
約
八
割
が
各
地
に
配
ら
れ
た
。
県
下
十
の
教
育
事
務
所
毎
に
一
校
ず
つ
の
健
康
優
良 

小
、
中
学
校
、
健
康
優
良
児
の
い
る
学
校
に
二
、三
本
ず
つ
。
両
陛
下
が
（
行
幸
の
際
）

回
ら
れ
た
工
場
、
会
社
の
ほ
か
主
な
社
寺
に
も
配
っ
た
。」
と
の
記
事
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
三
月
十
二
日
の
同
新
聞
に
は
、「
徳
山
市
向こ

う
ど
う道

中
学
校
は
こ
の
ほ
ど
県
を
通
じ
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
お
手
ま
き
の
松
苗
百
二
十
本
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
卒
業
生
男
女 

五
十
九
人
の
手
で
記
念
林
の
頂
上
付
近
に
植
え
た
。」
と
の
記
事
も
見
え
ま
す
。

　

両
陛
下
が
お
手
ま
き
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
の
苗
は
、
県
を
あ
げ
て
の
緑
化
運

動
に
一
役
買
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。  

 
 

 
 

　
（
担
当　

津
枝
・
山
本
・
林
・
河
村
）

お
手
ま
き
の
ク
ロ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ

　

近
代
部
会
で
は
、「
政
治
・
社
会
・
文
化
」
と
「
産
業
・
経
済
」、
二

つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
五
冊
の
史
料
集
の
編
集
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
各
巻
と
も
、
対
象
と
す
る
時
代
の
特
色
や
世
相
を
反
映
さ
せ

て
設
定
し
た
章
・
節
な
ど
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
史
料
を
選
び
ま
す
。
そ

し
て
、
編
成
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
史
料
の
選
定
意
図
や
内
容
が
述
べ
ら
れ

た
解
説
文
と
と
も
に
近
代
の
山
口
の
諸
相
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

　

史
料
選
定
の
手
が
か
り
と
し
て
ま
ず
活
躍
す
る
の
が
新
聞
史
料
。「
い
つ
、
誰
が
、

ど
こ
で
、
何
を
」
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
一
方
で
、
編
集
上
意
識
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
出
来
事
の
背
景
と
な
る
時
代
の
流
れ
の
的
確
な
把
握
で
す
。

た
と
え
ば
県
政
を
め
ぐ
る
事
件
を
理
解
す
る
場
合
、「
県
会
議
事
録
」「
県
庁
文
書
」「
家

文
書
」
な
ど
か
ら
様
々
な
視
線
の
史
料
を
探
り
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
個
々
の
事
件
や

事
象
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
雰
囲
気
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
、
当
時
の
県
政
の
展
開

や
方
向
性
な
ど
に
も
言
及
し
た
史
料
の
抽
出
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

収
録
史
料
が
確
定
す
る
と
、
校
正
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
ゲ
ラ
と
史
料
を
突
き
合
わ

せ
て
一
字
一
句
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
な
く
、読
点
や
注
記
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

史
料
の
理
解
を
助
け
る
工
夫
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
直
面
し
て
い
る
『
史
料
編　

近
代
3
』
へ
の
収
録
史
料
は
約
五
〇
〇
点
。
い
く
つ
も
の
季
節
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ
な

が
ら
、
史
料
と
同
じ
数
の
検
討
の
ス
テ
ー
ジ
を
経
て
、
仕
上
が
り
の
日
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。 

（
淺
川
）

県
史
を
編
集
す
る
と
い
う
こ
と

県史アラカルト 8

当時のお手まきの様子（山口県蔵）

昭和天皇、皇太后御手播樹
（毛利氏庭園、防府市）

現存するお手まきのクロマツとヒノキ

県政の基本方針や重点施策を
読み取ることができる史料

校正のヒトコマ

原史料には「発輝」と書かれている。
「発揮」の誤りと断定できるのだろう
か。傍注は（ママ）なのか（発揮）なの
か。時間をかけて検討するが悩みは
尽きない。
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私
の
生
家
は
、
今
の
海
響
館
や
唐
戸
市
場
の
あ
た
り
、
住
居
は
三
階
で
そ
の
眺
め
は

素
晴
し
く
、
眼
前
に
広
が
る
関
門
海
峡
を
堪
能
し
て
育
ち
ま
し
た
。
源
平
船
合
戦
、
先

帝
祭
と
華
や
か
な
祭
に
心
躍
ら
せ
、
艶
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
太
夫
達
の
姿
に
う
っ

と
り
、
往
時
に
思
い
を
馳
せ
た
も
の
で
す
。
数
々
の
祭
で
下
関
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
学

び
、
赤
間
神
宮
か
ら
壇
ノ
浦
一
帯
を
遊
び
回
り
、
貴
族
か
ら
武
士
の
時
代
へ
の
変
化
を

決
定
づ
け
た
舞
台
の
地
で
育
っ
た
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
ん
な
悠
久
の
歴
史
あ
る
地
で
育
っ
た
私
の
ル
ー
ツ
は
?
と
い
う
と
、

祖
父
母
は
他
界
し
て
お
り
昔
話
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、
商
家
で
し
た
の
で
両
親
と
も
忙

し
く
、
私
は
我
が
歴
史
に
は
深
く
関
心
を
持
た
ず
一
八
歳
で
上
京
し
ま
し
た
。
唯
一
知

る
こ
と
は
、
母
方
は
源
氏
の
子
孫
で
世
が
世
な
ら
お
殿
様
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
曾
祖

父
は
朝
鮮
総
督
府
に
在
し
、
祖
父
は
校
長
先
生
、
曾
祖
母
は
凛
と
し
て
、
如
何
に
も
武

家
の
お
ば
あ
様
。
母
や
叔
父
達
を
厳
し
く
も
、
と
て
も
大
事
に
見
守
り
育
て
て
く
れ
た

そ
う
で
す
。
私
に
は
大
河
ド
ラ
マ
の
女
優
さ
ん
の
姿
が
重
な
り
・
・
・
会
い
た
か
っ
た

で
す
。

　

さ
て
、
県
下
で
は
「
明
治
維
新
150
年
祭
」
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

歴
史
探
訪
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
四
〇
〇
年
前
、
武
蔵
と
小
次
郎
が
決
闘
し

た
巌
流
島
。
幕
末
か
ら
維
新
へ
歴
史
を
動
か
し
た
重
要
人
物
、
高
杉
晋
作
も
下
関
で
活

躍
し
ま
し
た
。
幼
き
頃
、
何
度
も
訪
れ
た
晋
作
像
で
す
が
、
わ
ず
か
二
七
歳
で
の
早
世

が
悼
ま
れ
ま
す
。

　

数
々
の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
下
関
で
す
が
、
私
も
志
を
抱い

だ

き
中
央
に
挑
ん
だ
身
、

比
べ
る
の
も
烏お

こ滸
が
ま
し
い
で
す
が
、
ど
ん
な
に
熱
き
血
潮
・
熱
情
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
本
州
最
西
端
の
地
か
ら
よ
く
ぞ
!
と
故
郷
の
歴
史
を
大
き
な
誇
り
と
し

て
い
ま
す
。
松
下
村
塾
の
教
え
の
一
つ
「
飛ひ

じ
ち
ょ
う
も
く

耳
長
目
」（
あ
ち
こ
ち
に
出
向
き
見
聞
を

広
め
自
分
の
目
で
見
て
世
の
中
を
よ
く
知
ろ
う
、
の
意
）
精
神
は
長
州
人
の
D
N
A
、

私
に
も
シ
カ
と
流
れ
る
と
信
じ
ま
す
。
日
進
月
歩
の
技
術
を
し
て
も
つ
く
れ
な
い
タ
イ

ム
マ
シ
ン
、
故
に
不
変
の
歴
史
事
実
の
継
承
は
私
達
の
重
大
な
責
務
と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

ふるさと山口・27

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
誇
り
に

　
　

刻
ま
れ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
・
・
・         

タ
レ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

菊
田 

あ
や
子

　
「
厚こ

東と
う

氏
」
は
南
北
朝
時
代
に
は
「
大
内
氏
」
と
比
肩
す
る
豪
族
で
、
長
門
国
守
護

で
も
あ
っ
た
が
、
大
内
氏
の
侵
攻
に
よ
っ
て
敗
れ
て
、
お
よ
そ
六
五
〇
年
前
に
滅
亡
し

て
歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
時
代
は
大
内
氏
よ
り
毛
利
氏
の
時
代

と
な
り
、
現
代
は
厚
東
氏
の
歴
史
や
業
績
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
世
相
と
な
っ
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
と
な
り
、
平
中
十
郎
氏
ら
厚
東
の
有
志
は
「
私
た
ち
は
久
し
く
郷
土

の
歴
史
を
放
任
し
て
来
た
。
恰
も
無
縁
の
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
」
と
回
顧
し
て
、
郷

土
の
先
人
厚
東
氏
の
歴
史
の
解
明
お
よ
び
文
化
遺
産
の
顕
彰
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
会
誌
『
厚
東
』
を
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
五
日
に
創
刊
し
た
。
こ
の
時
発
刊
の

こ
と
ば
と
し
て
平
中
氏
は
、「
厚
東
の
歴
史
の
研
究
と
顕
彰
の
役
目
を
果
た
し
て
く
れ

る
の
が
、
こ
の
会
誌
『
厚
東
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ゆ
め
ゆ
め
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
未
来
永
劫
に
刊
行
す
る
こ
と
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

　

本
会
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
創
立

五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
会
員
は
多
い
時
に
は

五
〇
〇
余
名
を
数
え
た
。
ま
た
、
会
誌
『
厚
東
』

も
第
五
五
集
を
刊
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ

の
会
誌
で
発
表
さ
れ
た
研
究
論
文
に
よ
っ
て
、
埋

も
れ
て
い
た
厚
東
氏
の
遺
産
の
文
化
財
や
史
跡
が

多
数
（
二
〇
件
以
上
）、
国
・
県
・
市
指
定
と
な
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
代
表 

沖 

金
吾
）  

　

事
務
局　

宇
部
市
厚
東
区
棚
井
上          

　

電　

話　

〇
八
三
六―

四
一―

二
九
六
五     

　

会　

誌 　
『
厚
東
』（
Ｂ
５
判
）

　

本
会
は
厚
東
を
中
心
と
す
る
郷
土
史
並
び
に
郷
土
文
化
の
研   

究
お
よ
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
四
月
に
発
足
し
た
。

厚
東
郷
土
史
研
究
会

地域に根ざす・28
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下
関
の
発
展
と
中
継
交
易―

」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

近
世
期
に
お
い
て
西
国
有
数
の
中
継
交
易
港
と

し
て
発
展
を
遂
げ
た
下
関
。
そ
の
発
展
の
要
因
や

港
湾
都
市
と
し
て
の
特
徴
を
独
特
の
視
点
か
ら
捉

え
て
語
ら
れ
た
講
演
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
、

参
加
者
を
終
始
惹
き
付
け
ま
し
た
。 

　

こ
の
講
演
の
概
要
は
、
来
年
三
月
に
発
行
す
る

『
山
口
県
史
研
究
』
第
二
一
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

去
る
十
月
二
十
日
、山
口
市
の「
山

口
県
教
育
会
館
」
を
会
場
に
第
二
一

回
山
口
県
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん
専
門

委
員
の
木
部
和
昭
先
生
（
山
口
大
学

教
授
）
で
、「
関
湊
繁
栄
録―

近
世

◆
『
史
料
編　

近
世
６
』
お
よ
び
『
史
料
編　

幕
末
維
新
５
』

   

配
本

　

五
月
に
、
萩
藩
領
長
門
部
の
諸
家
文
書
を
収
録
し
た
『
史
料

編　

近
世
６
』
を
、
六
月
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
長
州
藩
の
経
済
に

関
す
る
史
料
を
収
録
し
た
『
史
料
編　

幕
末
維
新
５
』
を
配
本
し
ま
し
た
。

◆
『
通
史
編　

中
世
』
配
本
予
定

　

院
政
が
開
始
さ
れ
た
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
か
ら
一
六
世
紀
後
半
の
毛

利
氏
に
よ
る
防
長
支
配
の
時
代
に
か
け
て
の
本
県
の
歴
史
を
、
最
新
の
研
究

成
果
を
ふ
ま
え
て
日
本
史
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
世
界
史

的
な
視
点
も
取
り
入
れ
て
、
多
角
的
か
つ
総
合
的
に
叙
述
し
た
『
通
史
編　

中
世
』
を
年
度
内
に
配
本
す
る
予
定
で
す
。

▼
『
山
口
県
史
』
購
入
の
お
申
し
込
み
は
、
左
記
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

〒
七
五
三―

八
五
〇
一　

山
口
市
滝
町
一
番
一
号 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
内　

山
口
県
刊
行
物
普
及
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話
（
〇
八
三
）
九
三
三―

二
五
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
三
）
九
二
三―

九
一
三
九

講演中の木部先生

こちら
県史編さん室


